
普通会計歳出（性質別）決算の主な増減項目 
 
 
【扶助費】 
 
 新型コロナウイルス感染症や物価高騰対策として、就学前児童への臨時給付

などで増加した一方、前年度に実施した子育て世帯への臨時特別給付が減少し

たことにより、 
３５億４，２００万円減（７．４％減）の４４２億９，１００万円 
 

（主なもの） 

項 目 
令和４年度 対前年度 

増減率 
決算額 増減額 

就学前児童への臨時給付 343,360 千円 343,360 千円 皆増 

住民税非課税世帯等給付 3,131,300 千円 △224,500 千円 △6.7% 

子育て世帯への臨時特別給付 95,900 千円 △5,304,500 千円 △98.2% 

障がい者自立支援給付 7,727,997 千円 488,118 千円 6.7% 

 
 
【物件費】 
 
 小中学校教職員用パソコン等の更新経費や電気・ガス料金等の高騰による公

共施設管理経費などが増加した一方、新型コロナウイルスワクチン接種事業な

どが減少したことにより、 
１億９，９００万円減（１．０％減）の１９９億５，１００万円 

 
（主なもの） 

項 目 
令和４年度 対前年度 

増減率 
決算額 増減額 

新型コロナウイルスワクチン接種事業 3,180,970 千円 △1,147,398千円 △26.5% 

教育ネットワーク管理 479,222 千円 276,138 千円 136.0% 

 
 
【補助費等】 
 
 コロナ禍における物価高騰対策として、プレミアム付商品券の発行（第３弾、

第４弾）、令和４年８月から学年末までの小学校給食費の無償化や水道基本料金

の４か月分無償化を実施したほか、中学校給食費の恒久的な無償化により、 



４０億１，３００万円増（３６．８％増）の１４９億３，１００万円 
 
（主なもの） 

項 目 
令和４年度 対前年度 

増減率 
決算額 増減額 

プレミアム付商品券事業 2,586,446 千円 1,282,928 千円 98.4% 

小中学校給食管理 738,111 千円 279,524 千円 61.0% 

水道事業会計負担 543,699 千円 382,150 千円 236.6% 

 
 
【積立金】 
 
今後の公共施設の長寿命化対策やインフラ整備等の財源として備えるため、

財政調整基金からの繰入金や前年度に廃止した公園墓地及び駐車場特別会計の

剰余金を公共施設等総合管理基金に積み立てたことにより、 
３億８，３００万円増（６．１％増）の６７億１００万円 

 
（主なもの） 

項 目 
令和４年度 対前年度 

増減率 
決算額 増減額 

公共施設等総合管理基金 4,528,139 千円 1,395,702 千円 44.6% 

財政調整基金 1,965,756 千円 △890,072 千円 △31.2% 

森林環境譲与税基金 31,193 千円 31,193 千円 皆増 

 
 
【投資的経費】 
 
事業進捗などにより、救命救急センター移転整備補助や高槻城公園整備、富

寿栄住宅建替が増加した一方、高槻城公園芸術文化劇場整備が減少したことか

ら、 
２１億７，５００万円減（１３．７％減）の１３６億５，３００万円 

 
（主なもの） 

項 目 
令和４年度 対前年度 

増減率 
決算額 増減額 

高槻城公園芸術文化劇場整備 2,806,395 千円 △5,148,913 千円 △64.7% 

救命救急センター移転整備補助 1,500,000 千円 1,500,000 千円 皆増 

高槻城公園整備 1,126,696 千円 1,065,046 千円 1,727.6% 



富寿栄住宅建替 937,439 千円 795,099 千円 558.6% 

高槻駅前線改良 715,870 千円 522,989 千円 271.1% 

関西将棋会館建設等支援 615,700 千円 615,700 千円 皆増 

市役所本館ＥＳＣＯ事業 437,800 千円 437,800 千円 皆増 

 


